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龍飛崎・階段国道（青森県）

国道339号線は、津軽半島の最北
端、龍飛崎の高台から漁港に通じ
る道が階段となっています。この

「階段国道」は、もともと坂道でし
たが、坂の上や中腹にある学校に
通うのに便利なように階段となっ
たそうです。７月から８月にかけ
ては沿道にアジサイが咲き誇り、
それを眺めながら進めば、段数362
の長い階段の昇り降りも苦になり
ません。
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支
払
基
金
の
事
務
所
は
本
部
を
除
く

47
拠
点
が
自
己
所
有
で
あ
り
、
昭
和
53

年
度
か
ら
平
成
11
年
度
に
か
け
て
建
築

し
て
い
る
た
め
、
約
7
割
の
33
か
所
が

建
築
後
30
年
を
超
え
て
い
ま
す
。
建
物

の
耐
用
年
数
に
近
づ
く
に
つ
れ
老
朽
化

が
進
む
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

事
務
所
活
用
の
基
本
的
な
判
断
基
準
を

設
け
、
事
務
所
の
賃
貸
や
売
却
な
ど
の

方
向
性
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
ま
し
た
。（
図

表
１
）

被
集
約
拠
点
の

審
査
委
員
会
事
務
局
に

お
け
る
基
本
方
針

　

令
和
４
年
４
月
時
点
で
築
30
年
以
上

の
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
状
態

が
悪
く
早
期
に
修
繕
の
必
要
性
が
あ
る

　

支
払
基
金
で
は
、
令
和
４
年
10
月
に
電
子
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
を
全
国
14
か
所
の
拠
点
に
集
約
し
、
全
国
統

一
的
な
業
務
実
施
体
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
集
約
拠
点
へ
の
職
員
の
異
動
に
伴
っ
て
、
被
集
約
拠
点
の
既
存
事
務
所
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
貸
付
け
や
売
却
等
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
既
存
事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る
宿
舎
等
の
保
有
資
産
に
つ
い
て
、
必
要
な
修
繕
を
行
っ
た
上

で
の
継
続
使
用
、
事
務
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
貸
付
け
等
の
有
効
活
用
、
売
却
等
の
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し

た
「
保
有
資
産
活
用
基
本
方
針
」
を
令
和
３
年
４
月
に
策
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
保
有
資
産
活
用
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

支
払
基
金
保
有
資
産
の

有
効
活
用

特集

保
有
資
産
活
用
基
本
方
針

（
令
和
３
年
４
月
）
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図表１●保有資産活用基本方針で示したスケジュール

審査事務集約
に向けた事務
所の移転関係

令和３年４月～10月 レイアウト・環境整備内容の決定

令和３年９月～令和４年９月 環境整備の実施（緊急性が高い修繕を含む）

令和４年10月 移転の実施

大規模修繕
関係

令和３年４月～８月 建物調査の実施（継続使用する23事務所）

令和４年４月～８月 修繕計画策定（令和５年度～令和９年度の５年計画）

令和５年度以降 大規模修繕の実施

事務所移転
売却関係

令和４年４月～８月 移転売却の方針策定

令和６年度
移転売却計画の策定

（令和８年度～令和12年度の５年計画）

令和７年度以降 移転に向けた準備

令和８年度以降 移転売却の実施

事務所賃貸
関係

令和３年４月～８月 賃貸ニーズ調査

令和３年９月～令和４年３月 賃貸に向けた活用の検討

令和４年４月以降
希望者との調整

（令和４年10月集約後、賃貸化工事実施～賃貸開始）

宿舎 令和４年度 売却の実施（４棟54戸）

研修センター 令和３年度 施設の在り方を検討
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北
海
道
、
宮
城
、
埼
玉
、
石
川
、
愛

知
、
大
阪
、
広
島
、
香
川
及
び
福
岡
の

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
、
盛
岡
及
び
熊
本

分
室
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
事
務
所
の

建
物
調
査
を
実
施
し
、
建
物
の
維
持
に

必
要
な
修
繕
を
行
い
可
能
な
限
り
継
続

使
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
及
び
本

部
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
豊
島
区
に
よ

る
呼
び
か
け
を
契
機
と
し
て
街
区
再
編

が
検
討
さ
れ
て
い
る
東
京
セ
ン
タ
ー
と
、

所
有
者
に
よ
る
建
替
え
が
検
討
さ
れ
て

実
施
状
況

　

事
務
所
建
物
の
維
持
に
必
要
な
修
繕

は
、
建
築
後
20
年
を
超
え
る
平
成
11
年

頃
か
ら
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
度
に
厚
生
労
働
省
を
事

務
局
と
し
た
有
識
者
検
討
会
に
お
い
て
、

支
払
基
金
改
革
に
向
け
た
取
組
と
し
て

支
部
組
織
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
、
将

来
的
な
事
務
所
建
物
の
在
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

い
る
本
部
事
務
所
の
建
替
え
時
期
に
合

わ
せ
て
新
規
事
務
所
へ
移
転
す
る
こ
と

と
し
、
同
居
す
る
可
能
性
も
含
め
て
双

方
の
移
転
場
所
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
宿
舎
及
び
研
修
セ

ン
タ
ー
活
用
の
基
本
方
針
を
示
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
保
有
資
産
の
賃
貸
や
売

却
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
は
、
事
務

所
の
維
持
管
理
に
係
る
費
用
な
ど
に
充

て
る
こ
と
と
し
て
整
理
し
ま
し
た
。

29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
は
計
画
の
一

部
を
凍
結
し
、
緊
急
性
の
高
い
修
繕
の

み
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
と
令
和
３
年
度
は
、
審

査
事
務
の
集
約
に
向
け
て
既
存
事
務
所

の
有
効
活
用
の
整
理
が
具
体
化
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
規
模
修
繕

の
実
施
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
保
有
資
産
活
用
基

本
方
針
の
策
定
時
に
は
、
平
成
26
年
度

に
実
施
し
た
建
物
調
査
に
基
づ
く
耐
用

事
務
所
か
ら
新
規
事
務
所
へ
移
転
し
、

既
存
事
務
所
は
早
期
に
売
却
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
４
月
時
点
で
築
30

年
未
満
の
三
大
都
市
圏
以
外
に
所
在
す

る
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
建
物
調
査
を

実
施
し
、
建
物
の
維
持
に
必
要
な
修
繕

を
行
い
継
続
使
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
令
和
４
年
４
月
時
点
で
築
30

年
未
満
の
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
事

務
所
（
神
奈
川
事
務
局
）
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
耐
用
年
数
（
50
年
）
ま
で
の
期

間
が
長
く
、
賃
貸
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
費
用
や
大
規
模
な
修
繕
費
用
の
回
収

見
込
み
が
あ
り
、
長
期
的
な
賃
料
収
入

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
貸
付
け
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

集
約
拠
点
の

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
及
び

分
室
に
お
け
る
基
本
方
針
　

　

審
査
事
務
集
約
に
伴
い
、
集
約
拠
点

と
し
て
新
た
に
設
置
す
る
高
崎
分
室
及

び
米
子
分
室
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
地

に
設
置
す
る
た
め
事
務
所
を
賃
借
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
規
模
修
繕
計
画
の
策
定

（
令
和
４
年
12
月
）
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年
数
50
年
ま
で
の
長
期
修
繕
計
画
の
う

ち
、
屋
上
防
水
・
外
壁
は
全
事
務
所
の

約
3
割
し
か
修
繕
が
実
施
で
き
て
お
ら

ず
、
雨
漏
り
や
外
壁
タ
イ
ル
が
剥
が
れ

る
等
の
事
象
が
発
生
し
て
お
り
、
結
果

と
し
て
、
今
後
、
既
存
事
務
所
の
建
物

を
継
続
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
修
繕

が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

（
図
表
２
）

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
保
有

資
産
活
用
基
本
方
針
に
お
い
て
継
続
使

用
す
る
こ
と
と
し
た
事
務
所
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
に
専
門
業
者
に
よ
る

屋
上
防
水
・
外
壁
の
調
査
を
実
施
の
上
、

必
要
な
修
繕
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
建
物
や
設
備
の
劣
化
・

損
傷
等
が
広
範
囲
で
あ
り
、
漏
水
に
よ

る
建
物
の
躯
体
へ
の
影
響
や
金
属
腐
食

に
よ
る
鉄
部
材
損
傷
等
の
可
能
性
が
高

い
事
務
所
、
劣
化
箇
所
は
部
分
的
で
あ

る
が
漏
水
や
金
属
腐
食
等
の
リ
ス
ク
に

よ
る
修
繕
コ
ス
ト
の
増
加
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
事
務
所
を
対
象
と
し
て
、

令
和
４
年
12
月
に
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
大
規
模
修

繕
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。（
図
表
３
、

４
）

図表２●平成11年度から令和２年度までの大規模修繕の実施状況

項目 実施済額 実施率（％） 未実施額 未実施率（％） 修繕費累計

屋上防水・外壁 1,776 32% 3,764 68% 5,540

空調設備 6,370 54% 5,458 46% 11,829

昇降機 857 55% 698 45% 1,555

衛生設備 1,652 37% 2,825 63% 4,477

電気設備 2,509 31% 5,494 69% 8,004

合計 13,164 42% 18,240 58% 31,404

（保有資産活用基本方針より抜粋）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位 /百万円

※１「実施済額」は、平成 11 年度から令和２年度までの間に実施した修繕の合計金額
 「屋上防水・外壁」は、平成 29 年度以降の計画を凍結

※２「未実施額」は、平成 26 年度に実施した建物調査に基づく長期修繕計画書の概算費用から平成 27 年度以降の実
施済額を引いた金額

＊金額は十万円以下を四捨五入しているため合計は合わない

月刊基金 July 20235



図表３●令和５年度から令和９年度の大規模修繕計画

項目
令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度

拠点 修繕箇所 拠点 修繕箇所 拠点 修繕箇所 拠点 修繕箇所 拠点 修繕箇所

屋上防水
・外壁
13 事務所

秋田 屋上防水
 ・外壁

埼玉 屋上防水 熊本 屋上防水 鹿児島 屋上防水 広島 外壁

静岡 屋上防水
 ・外壁

沖縄 屋上防水
・外壁

香川 外壁 北海道 外壁

福岡 屋上防水
 ・外壁

富山 屋上防水
・外壁

和歌山 屋上防水

岡山 外壁

空調設備
4 事務所

岡山 福井 沖縄 秋田

概算費用 2.0 1.7 1.3 1.4 2.0

図表４-１●屋上防水・外壁の劣化状況①

単位/億円
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積
立
預
金
の
経
緯
と
状
況
　

　

修
繕
費
用
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
等

建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
等
の
支
出

に
備
え
、
計
画
的
に
積
立
て
る
こ
と
を

目
的
に
、
審
査
支
払
事
務
費
手
数
料
を

負
担
い
た
だ
く
保
険
者
と
の
協
議
を
経

て
、
平
成
17
年
度
に
「
施
設
及
び
設
備

準
備
積
立
預
金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
積
立
預
金
に
よ
り
、
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
事
務
所
建
物
の

耐
震
補
強
工
事
や
I
T
化
に
対
応
し
た

電
気
設
備
の
更
新
等
を
実
施
す
る
と
し

て
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
約
83
億
円
を

積
立
て
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
大
規
模

修
繕
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
22
年
度
以
降

は
、
手
数
料
単
価
引
下
げ
の
た
め
の
支

出
予
算
削
減
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
特
に
平
成
28
年
度
に
厚
生
労

働
省
に
設
置
さ
れ
た
有
識
者
検
討
会
に

お
い
て
既
存
事
務
所
建
物
の
在
り
方
が

検
討
さ
れ
始
め
て
以
降
は
、
老
朽
化
に

伴
う
修
繕
に
必
要
な
積
立
て
が
実
施
さ

れ
な
く
な
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
実
際
の
積
立
額
は
約

10
億
円
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
緊
急
性
の
高

い
修
繕
以
外
の
修
繕
計
画
は
凍
結
さ
れ
、

図表４-２●屋上防水・外壁の劣化状況②

屋
上
防
水
・
外
壁
で
は
約
３
割
の
修
繕

し
か
実
施
さ
れ
な
い
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
令
和
３
年
度
末
の
積
立
預
金
残

高
は
約
15
億
円
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
事
務
費
収
入
が
減
収
す
る
中
、

令
和
４
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
に
必

要
な
多
額
の
一
時
的
経
費
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
集
約
に
伴
う
環
境
整
備
や
緊

急
性
の
高
い
修
繕
に
積
立
預
金
を
活
用

す
る
こ
と
で
手
数
料
水
準
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
た
た
め
、
研
修
セ
ン
タ
ー
及

び
宿
舎
の
売
却
収
入
を
積
立
預
金
に
繰

り
入
れ
て
も
令
和
４
年
度
末
残
高
は
約

20
億
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。（
図
表
５
）

　

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
以
降
、
計

画
的
に
実
施
す
る
大
規
模
修
繕
や
経
年

劣
化
に
よ
る
部
分
修
繕
等
へ
の
取
崩
し

に
よ
っ
て
、
積
立
預
金
が
将
来
的
に
枯

渇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
積
立
預
金
に
必
要

な
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
方
策
が

確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
保
有
資
産

活
用
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
事
務
所
及

び
宿
舎
の
売
却
並
び
に
事
務
所
の
賃
貸

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
を
積
立
預
金

に
繰
り
入
れ
、
計
画
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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保
有
資
産
活
用
基
本
方
針
に
基
づ
く

既
存
事
務
所
の
移
転
売
却
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
方
等
を
整
理
す
る
た
め
、

令
和
５
年
４
月
に
「
事
務
所
移
転
売
却

の
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
保
有
資
産
活
用
基
本
方
針
」
に
お

い
て
移
転
売
却
の
対
象
と
し
て
い
る
、

築
30
年
以
上
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に

併
設
し
て
い
な
い
審
査
委
員
会
事
務
局

（
以
下
「
被
集
約
拠
点
事
務
局
」
と
い

う
。）
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
建
物
を
継

続
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
修
繕
が
十

分
に
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

建
物
の
耐
用
年
数
ま
で
の
期
間
が
短
い

こ
と
か
ら
、
修
繕
を
す
る
と
し
て
も
、

十
分
な
費
用
の
回
収
が
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
既
存
事
務
所
の
空
き
ス
ペ
ー

図表５●積立預金の推移　　　　　　　　　　　　　　   単位/億円

年度
増 減

計 積立累計額積立額 支出額

平成17年度 27.0 0 27.0 27.0

平成18年度 8.0 0 8.0 35.0

平成19年度 16.0 0 16.0 51.0

平成20年度 16.2 0 16.2 67.2

平成21年度 15.9 0 15.9 83.1

平成22年度 0.1 0 0.1 83.3

平成23年度 0 0 0 83.3

平成24年度 0 15.3 △ 15.3 68.0

平成25年度 0 15.4 △ 15.4 52.6

平成26年度 1.0 11.9 △ 10.9 41.7

平成27年度 1.0 11.5 △ 10.5 31.2

平成28年度 5.0 6.6 △ 1.6 29.5

平成29年度 1.0 7.5 △ 6.5 23.0

平成30年度 1.0 5.4 △ 4.4 18.6

令和元年度 1.0 4.3 △ 3.3 15.3

令和２年度 0 0 0 15.3

令和３年度 0 0 0 15.3

令和４年度 12.0 7.0 5.0 20.3

事
務
所
移
転
売
却
の
方
針

（
令
和
５
年
４
月
）　
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図表６●移転売却計画の対象事務所（23か所）

被集約拠点事務局 青森（32）、山形（31）、福島（37）、茨城（36）、栃木（36）、千葉（37）、 

神奈川（24）、新潟（30）、岐阜（35）、三重（31）、滋賀（41）、京都（30）、
兵庫（38）、奈良（30）、鳥取（34）、島根（34）、徳島（42）、愛媛（36）、 

高知（31）、佐賀（40）、長崎（32）、大分（34）、宮崎（37）

※  府県名の（　）の数字は令和４年４月時点の既存事務所建物の築年数
※  岡山及び山口事務局は、令和５年４月以降に空きスペースを賃貸することとしたため対象外

ス
を
賃
貸
す
る
場
合
、
大
半
は
コ
ス
ト

と
リ
ス
ク
に
見
合
う
収
入
が
期
待
で
き

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
既
存
事
務
所
を

継
続
使
用
し
た
場
合
に
発
生
す
る
大
規

模
修
繕
費
用
や
維
持
管
理
経
費
の
削
減

を
目
的
と
し
て
、
築
30
年
以
上
の
被
集

約
拠
点
事
務
局
は
新
規
事
務
所
へ
移
転

し
、
使
用
し
な
い
既
存
事
務
所
は
売
却

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
の
時
点
で
貸

付
け
を
検
討
し
て
い
た
神
奈
川
事
務
局

は
、
令
和
４
年
４
月
に
移
転
売
却
へ
方

針
を
変
更
し
た
こ
と
か
ら
、
移
転
売
却

計
画
の
対
象
事
務
所
は
、
神
奈
川
事
務

局
を
加
え
て
、
23
事
務
所
と
し
ま
し
た
。

（
図
表
６
）

移
転
売
却
の
優
先
順
位
　

　

神
奈
川
以
外
の
被
集
約
拠
点
事
務
局

（
22
か
所
）
に
つ
い
て
は
、
既
存
事
務
所

の
年
間
維
持
管
理
経
費
と
比
べ
て
、
新

規
事
務
所
の
年
間
賃
借
料
の
方
が
安
価

と
な
る
事
務
所
を
優
先
に
移
転
売
却
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
事
務
所
の
年

間
維
持
管
理
経
費
の
方
が
安
価
な
場
合

に
つ
い
て
も
、
大
規
模
修
繕
が
必
要
と

見
込
ま
れ
る
時
期
に
は
移
転
売
却
を
行

う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
神
奈
川
事
務
局
に
つ
い
て
は
、

他
の
拠
点
と
比
べ
て
土
地
の
価
格
が
高

く
、
売
却
価
格
が
高
額
に
な
る
と
想
定

さ
れ
、
新
規
事
務
所
の
年
間
想
定
賃
借

料
は
既
存
事
務
所
の
年
間
維
持
管
理
経

費
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
土
地
の
価
格
の
動
向
や
不
動
産

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
状
況
を
考
慮
し
て
、

移
転
売
却
の
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

移
転
売
却
の
時
期
　

　

令
和
４
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
時

に
要
し
た
環
境
整
備
費
用
の
償
却
期
間
、

移
転
に
向
け
た
検
討
や
準
備
期
間
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
新
規
事
務
所
へ
の
移

転
は
令
和
８
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
毎
年
度
に
お
け
る
事
務
所

の
移
転
時
期
は
、
人
事
異
動
、
診
療
報

酬
改
定
、
年
末
年
始
、
年
度
始
め
等
の

業
務
の
繁
忙
期
を
避
け
、
事
務
所
ご
と

に
決
定
し
、
未
使
用
と
な
っ
た
既
存
事

務
所
は
早
期
に
売
却
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

新
規
事
務
所
の
選
定
基
準
　

　

新
規
事
務
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
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職
員
等
の
通
勤
方
法
や
経
路
、
機
器
や

書
類
の
物
量
な
ど
の
実
態
調
査
を
行
い
、

エ
リ
ア
や
面
積
等
を
考
慮
し
た
上
で
利

便
性
と
賃
借
料
等
の
コ
ス
ト
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
決
定
し
ま
す
。

新
規
事
務
所
の
執
務
環
境
の

考
え
方
　

　

自
己
所
有
し
て
い
る
既
存
事
務
所
と

は
異
な
り
、
新
規
事
務
所
の
賃
借
料
等

の
支
出
経
費
を
抑
え
て
必
要
な
面
積
を

確
保
す
る
た
め
、
新
規
事
務
所
に
必
要

な
面
積
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
対
象
事
務
所

ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

推
進
体
制
　

　

事
務
所
移
転
の
多
岐
に
亘
る
業
務
を

検
討
す
る
た
め
、
支
払
基
金
本
部
に
関

係
部
署
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
新
規
事
務
所
の
レ
イ
ア

ウ
ト
や
工
事
に
関
す
る
調
整
業
務
、
物

件
の
選
定
及
び
既
存
事
務
所
の
売
却
に

関
す
る
調
整
業
務
に
つ
い
て
、
専
門
業

者
の
支
援
を
導
入
し
て
、
移
転
売
却
業

務
の
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。（
図
表
７
）

図表７●事務所の移転売却に伴うスケジュール

令和5
年度

令和６
年度

令和７
年度

令和８
年度

令和９
年度

令和10
年度

令和11
年度

令和12
年度

計画策定
に向けた
検討・準備
  令和５年度

移転売却
計画の策定
令和６年度

移転に向けた準備
　令和７年度以降

移転の実施
　令和８年度～令和 12 年度（５年計画）

売却の実施
　移転後、早期に売却

移転売却
計画の見直し

令和10 年度

第２次移転売却
計画の策定

令和11 年度

青森（32）、山形（31）、福島（37）、茨城（36）、栃木（36）、

千葉（37）、神奈川（24）、新潟（30）、岐阜（35）、三重（31）、

滋賀（41）、京都（30）、兵庫（38）、奈良（30）、鳥取（34）、

島根（34）、徳島（42）、愛媛（36）、高知（31）、佐賀（40）、

長崎（32）、大分（34）、宮崎（37）

※  府県名の（　）の数字は令和４年４月時点の既存事務所建物の築年数
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図表８●令和５年度　賃貸実施状況
対象
拠点

R5.4.1 時点
築年数 賃借人 使用目的 賃貸開始

時期 年間賃料収入（税込）

福井 29
保険者
団体 事務所 令和５年

９月下旬
初年度：約 86 万円
次年度以降：約 170 万円

長野 26
保険者
団体 貸し倉庫 令和５年

４月下旬
初年度：約 130 万円
次年度以降：約 140 万円

岡山 33
保険者
団体 事務所 令和５年

５月中旬
初年度：約 150 万円
次年度以降：約 170 万円

山口 32
保険者
団体 事務所 令和５年

４月下旬
初年度：約 190 万円
次年度以降：約 200 万円

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

令
和
４
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
後
に

生
じ
る
被
集
約
拠
点
事
務
局
（
35
か

所
）
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
賃
貸
を
検
討

す
る
た
め
、
関
係
団
体
や
賃
貸
管
理
会

社
等
に
対
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
内
容
は
、
賃
貸
事
務
所
、
貸
し

会
議
室
、
貸
し
倉
庫
、
時
間
貸
し
駐
車

場
等
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
や
訪
問

等
に
よ
る
働
き
か
け
を
行
っ
た
結
果
、

15
か
所
の
事
務
所
に
対
し
て
22
の
関
係

団
体
か
ら
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

継
続
利
用
す
る
既
存
事
務
所
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
賃
貸

今
後
の
取
組

し
な
が
ら
、
貸
し
会
議
室
や
一
時
利
用

の
倉
庫
、
時
間
貸
し
の
駐
車
場
は
、
長

期
的
で
安
定
的
な
収
入
見
込
み
が
な
い

た
め
、
賃
貸
の
検
討
を
行
わ
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
９
月
以
降
、
事
務
所
や
倉

庫
（
年
間
利
用
）
と
し
て
利
用
の
希
望

が
あ
っ
た
８
事
務
所
９
団
体
に
対
し
て
、

賃
貸
実
施
に
向
け
た
調
整
を
進
め
、
賃

借
料
等
の
条
件
の
合
意
が
得
ら
れ
た
４

事
務
所
４
団
体
に
対
し
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
賃
貸
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。（
図
表
８
）

　

支
払
基
金
は
、「
保
有
資
産
活
用
基

本
方
針
」
に
基
づ
き
、
継
続
使
用
す
る

こ
と
と
し
た
事
務
所
建
物
の
保
全
に
必

要
な
大
規
模
修
繕
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
以
降
、
移
転
売

却
す
る
こ
と
と
し
た
事
務
所
に
つ
い
て

は
、「
事
務
所
移
転
売
却
の
方
針
」
に

基
づ
き
、
令
和
６
年
度
に
策
定
す
る

「
移
転
売
却
計
画
」
に
向
け
た
準
備
や

検
討
を
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
と

も
に
、
東
京
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
と

本
部
事
務
所
の
移
転
に
向
け
た
検
討
も

併
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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参考①　「事務所移転売却方針」策定までの支払基金における取組

参考②　保有資産活用基本方針（令和５年４月「事務所移転売却方針」策定時）

平成 29 年７月 支払基金業務効率化・高度化計画を策定

平成 30 年３月 審査支払機関改革における支払基金での今後の取組を公表

平成 30 年６月～ 12 月

審査事務集約に向けた実証テストを実施
　第１組目：宮城・福島
　第２組目：福岡・佐賀・熊本　
　第３組目：大阪・滋賀・京都・奈良

令和元年５月 支払基金法の改正（各都道府県の支部必置規定の廃止）　

令和２年３月 審査事務集約化計画工程表を策定（レセプトの審査事務を全国 14か所へ
集約）

令和３年４月 保有資産活用基本方針を策定

令和４年４月  ・神奈川事務局の方針を変更（空きスペースの賃貸から移転売却）
 ・研修センター施設の方針を決定（売却）

令和４年９月 研修センターを民間企業へ売却

令和４年 10 月 審査事務集約の実施（新生支払基金発足）

令和４年 12 月 大規模修繕計画（令和５年度から令和９年度）を策定

令和５年４月 事務所移転売却方針を策定

基本方針 区 分 拠 点

新規事務所へ移転し
既存事務所を売却

築 30 年以上の
被集約拠点事務局

22か所

青森（32）、山形（31）、福島（37）、
茨城（36）、栃木（36）、千葉（37）、
新潟（30）、岐阜（35）、三重（31）、
滋賀（41）、京都（30）、兵庫（38）、
奈良（30）、鳥取（34）、島根（34）、
徳島（42）、愛媛（36）、高知（31）、
佐賀（40）、長崎（32）、大分（34）、
宮崎（37）

築 30 年未満の
被集約拠点事務局

１か所 神奈川（24）

新規事務所へ移転
※ 同居の可能性を含め検討

東京センター・事務局
及び本部賃借事務所

２か所 東京（44）、本部（賃借 : 築 56 年）

既存事務所を継続使用

審査事務センター
及び分室

11か所

北海道（24）、岩手（33）、宮城（38）、
埼玉（35）、石川（31）、愛知（34）、
大阪（39）、広島（40）、香川（28）、
福岡（43）、熊本（28）

築 30 年未満の
被集約拠点事務局

８か所
秋田（25）、群馬（29）、富山（28）、
山梨（27）、静岡（26）、和歌山（27）、
鹿児島（22）、沖縄（27）

空きスペースを賃貸す
る被集約拠点事務局

４か所
福井（28）、長野（25）、岡山（32）、
山口（31）

※ 都道府県名の（　）の数字は令和４年４月時点の既存事務所建物の築年数
※ 高崎及び米子分室は、賃借事務所に設置

12月刊基金 July 2023



神山浩一専務理事、佐藤裕一理事は、６月30日をもって退任しました。

理事退任のごあいさつ

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
６
月
30
日
付

の
任
期
満
了
を
も
ち
ま
し
て
専
務

理
事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

民
間
企
業
〔
武
田
薬
品
工
業

（
株
）、
ソ
ニ
ー
（
株
）、
ニ
デ
ッ
ク

（
株
）（
旧
日
本
電
産
）〕
よ
り
専
務

理
事
に
就
任
以
来
２
年
間
、
昨
年

10
月
の
審
査
事
務
の
14
拠
点
へ
の

集
約
と
い
う
支
払
基
金
設
立
以
来

の
大
改
革
に
係
る
準
備
か
ら
実
施
、

そ
し
て
新
生
支
払
基
金
の
安
定
稼

働
と
本
格
稼
働
へ
と
、
役
員
と
し
て

参
画
・
注
力
し
微
力
な
が
ら
貢
献
で

き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
貴
重
か
つ

充
実
し
た
期
間
で
し
た
。
こ
の
間
、

支
払
基
金
の
職
員
・
審
査
委
員
・
関

係
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
職
務
を
全
う
で
き
ま
し

た
こ
と
に
関
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
集
約
以
降
、
令
和
４

年
度
は
「
新
生
支
払
基
金
を
創
建
す

る
年
」、
令
和
５
年
度
を
「
新
生
支

払
基
金
の
本
格
稼
働
と
基
盤
充
実

の
年
」
と
し
て
職
員
・
審
査
委
員
等

関
係
者
の
皆
さ
ま
が
緊
密
な
連
携

に
よ
り
様
々
な
課
題
解
決
へ
の
迅

速
か
つ
的
確
な
対
応
を
実
施
し
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
審
査
や
審
査
事

務
の
安
定
稼
働
等
を
実
現
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
年
１
月
か
ら
の
集

約
拠
点
の
職
員
の
複
数
都
道
府
県

の
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
担
当
等

に
よ
る
審
査
の
不
合
理
な
差
異
解

消
の
本
格
的
な
取
組
と
並
行
し
て
、

審
査
実
績
の
向
上
に
支
払
基
金
全

体
で
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

現
在
ま
で
多
く
の
目
標
値
に
関
し

て
、
集
約
前
と
比
較
し
て
大
幅
に
向

上
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
職
員
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

支
払
基
金
改
革
へ
の
理
解
と
目
標

達
成
へ
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
考
え

ま
す
。

　

片
や
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
事
業
に
関

し
て
は
、
厚
生
労
働
省
始
め
関
係
団

体
と
連
携
し
、
基
盤
と
な
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
普

及
や
機
能
拡
充
等
、
確
実
に
各
計

画
を
推
進
中
で
あ
り
、
今
後
医
療

D
X
の
中
で
更
に
加
速
、
拡
充
さ

れ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
支
払
基
金
改
革
等
の
継
続

的
推
進
に
よ
り
、
日
本
の
医
療
保
険

制
度
の
改
革
と
発
展
を
下
支
え
す

べ
く
支
払
基
金
が
更
に
進
化
・
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
対
し
重
ね

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
専
務
理
事
　
神
山 

浩
一

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
５
年
６
月
30
日
付
を
も
ち

ま
し
て
支
払
基
金
理
事
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
９
月
に
就
任
し
、
３
年

弱
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
全
国
47
支
部
体
制
で

あ
っ
た
組
織
を
、
昨
年
10
月
に
14
か

所
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
・
分
室
と

47
都
道
府
県
の
審
査
委
員
会
事
務

局
に
再
編
し
、
千
名
を
超
え
る
職
員

が
異
動
を
す
る
支
払
基
金
始
ま
っ

て
以
来
の
大
改
革
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

長
年
、
支
払
基
金
職
員
と
し
て

培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
こ
の

大
改
革
を
成
し
遂
げ
る
の
が
理
事

と
し
て
の
私
の
使
命
で
あ
る
と
認

識
し
、
職
責
を
果
た
す
べ
く
、
懸
命

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
活
動
に

は
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
組
織
改
革
が
成
し
遂
げ
ら

れ
た
の
も
、
関
係
方
面
の
皆
さ
ま
や

審
査
委
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
職

員
の
頑
張
り
に
よ
る
も
の
と
、
心
か

ら
感
謝
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
体
制
が
本
格
稼
働
し
、
こ
の
改

革
の
目
的
で
あ
る
審
査
結
果
の
不

合
理
な
差
異
解
消
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
業
務
の
効
率
化
に
よ
る
成

果
を
関
係
方
面
の
皆
さ
ま
に
実
感

し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
基
金
は
本
来
の
使
命

で
あ
る
「
審
査
」「
支
払
」
業
務
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
基
盤
を
活
用
し
、
国
民

の
医
療
の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る

た
め
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
へ
大
き
く
乗
り

出
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
支
払
基
金
は
審
査

支
払
機
関
と
し
て
、
国
民
皆
保
険
を

支
え
な
が
ら
、新
た
な
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」

と
い
う
分
野
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

や
広
く
国
民
に
役
に
立
つ
組
織
と

し
て
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

在
任
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情

に
対
し
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健

勝
と
支
払
基
金
が
国
民
に
一
層
の

信
頼
を
得
ら
れ
る
存
在
と
な
る
こ

と
を
祈
念
し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

前
理
事
　
佐
藤 

裕
一

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　

親
族
に
医
療
関
係
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
医
師
は
専
門
性
が
高
く
、
か
つ
、

自
由
度
が
高
い
職
業
だ
と
思
い
医
学
部
を

選
び
ま
し
た
。

　

内
科
全
体
が
診
ら
れ
る
よ
う
な
臨
床
医

を
目
指
し
、
初
期
研
修
は
三
井
記
念
病
院

で
行
い
ま
し
た
。
結
果
的
に
循
環
器
を
専

門
と
し
て
選
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
理
由

は
、
私
に
と
っ
て
循
環
器
が
理
解
し
や
す

い
領
域
だ
と
感
じ
た
こ
と
と
、
治
療
法
が

比
較
的
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
心
臓
の
こ

と
を
理
解
し
て
、
血
管
の
こ
と
を
理
解
し

て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
自
分
に
は
理
解

し
や
す
く
、
治
療
す
る
手
立
て
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
、
循
環
器
だ
っ
た
ら
自
分

で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
も
進
歩

し
、
さ
ら
に
治
療
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
他
の
専
門
科
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
昔
だ
っ
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

治
療
が
行
わ
れ
、
良
い
成
績
を
挙
げ
て
い

ま
す
よ
ね
。

―
―
医
師
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー

　

一
つ
は
患
者
さ
ん
の
主
訴
を
大
事
に
す

る
こ
と
で
す
。
ど
う
い
っ
た
理
由
で
私
の

と
こ
ろ
へ
診
察
を
受
け
に
来
た
の
か
、
患

者
さ
ん
の
訴
え
を
よ
く
聞
い
て
、
自
分
の

考
え
だ
け
で
納
得
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
患
者
さ
ん

や
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
高
血
圧
は
一
生
の
病
気
の
た

め
、
10
年
、
20
年
近
く
診
て
い
る
患
者
さ

ん
も
い
ま
す
し
、
中
に
は
、
治
療
の
過
程

で
違
う
病
気
を
併
発
す
る
患
者
さ
ん
も
い

ま
す
。
一
つ
の
病
気
が
治
っ
て
も
、
次
の

病
気
が
待
ち
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
答
え
が
最
初
か
ら
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
が
納
得
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
２
つ
が
臨
床
医
と
し
て
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
り
感
じ
た
こ
と
は

　

審
査
委
員
に
な
っ
た
の
は
30
年
近
く
前

の
こ
と
で
す
。
審
査
委
員
会
の
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

レ
セ
プ
ト
が
紙
か
ら
電
子
に
変
わ
り
、

今
は
レ
セ
プ
ト
の
経
時
的
な
流
れ
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
審
査
の
幅

が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
良
い
と
こ
ろ
は
活
か
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
頼
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
も

困
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
限
界
を
見
極
め
つ
つ
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

―
―
審
査
委
員
会
を
運
営
す
る
う
え
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　

山
梨
県
審
査
委
員
会
は
他
県
と
比
べ
審

査
委
員
が
少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専

適
切
な
Ｉ
Ｔ
化
と
情
報
共
有
、

よ
り
良
い
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て

小こ

森も
り 

貞さ
だ

嘉よ
し

　
山
梨
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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職
員
が
い
ま
す
が
、
努
力
し
て
勉
強
し
て

い
る
姿
に
好
印
象
を
も
っ
て
見
て
い
ま
す
。

　

審
査
や
審
査
事
務
に
お
い
て
、
効
率
的

か
ど
う
か
ば
か
り
を
優
先
す
る
と
、
情
報

交
換
が
不
十
分
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
化
す
る
こ
と
自
体

が
目
的
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

軸
足
を
し
っ
か
り
置
い
て
、
根
本
に
は
、

よ
り
良
い
医
療
を
国
民
に
提
供
し
、
国
民

皆
保
険
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
ど
う
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
医
療
機
関
や
保
険
者
に
対
し
て
お
願

い
し
た
い
こ
と

　

医
療
機
関
に
は
、
病
名
や
疑
い
病
名
が

い
く
つ
も
つ
い
て
い
る
レ
セ
プ
ト
は
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
診
断
ま
で
の

期
間
を
短
縮
す
る
目
的
で
検
査
を
行
い
、

疑
い
病
名
を
つ
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
、
可
能

性
の
高
い
病
名
か
ら
順
に
検
査
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

保
険
者
に
つ
い
て
は
、
病
名
に
対
し
て

薬
の
禁
忌
に
関
す
る
申
出
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、
症
状
も
、
年
齢

面
越
し
に
話
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
し
ば

ら
く
経
つ
と
分
担
も
変
わ
っ
て
初
対
面
の

職
員
と
画
面
で
話
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
距
離
を
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
職
員
と
審
査
委
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
質
問
な
ど
照
会
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ス

テ
ム
上
い
く
つ
も
の
資
料
を
表
示
で
き
な

い
た
め
、
で
き
れ
ば
、
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
見
な
が
ら
質
問
を
受
け
た
り
答

え
た
り
で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
の
審
査
事
務
は
、
職
員
に

と
っ
て
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
科
や
歯

科
の
点
数
表
の
解
釈
を
し
っ
か
り
読
ん
で

き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い
る
人
は
専
門
性

が
発
揮
で
き
ま
す
し
、
成
長
を
感
じ
ら
れ

る
、
と
て
も
良
い
仕
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
が
医
師
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
支
払
基
金
に
勤
め
た
い
と
思
う
く
ら
い

で
す
。

　

事
務
局
の
職
員
に
質
問
し
て
も
、
当
然
、

答
え
ら
れ
る
職
員
と
す
ぐ
答
え
ら
れ
な
い

門
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
医

療
機
関
か
ら
審
査
委
員
会
に
対
す
る
信
頼

は
得
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
今
ま
で
の
審
査
委
員
長
の
お
か
げ
で

す
。

　

会
議
で
も
議
論
が
す
ご
く
白
熱
し
ま
す

し
、
山
梨
は
良
い
審
査
を
や
っ
て
い
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
審
査
は
忙
し
い
先
生
に
と
っ
て
、

と
て
も
良
い
の
で
す
が
、
や
は
り
審
査
委

員
が
集
ま
っ
て
、
で
き
る
だ
け
対
面
で
情

報
共
有
を
し
て
、
色
々
な
先
生
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け
た

ら
良
い
で
す
ね
。
忙
し
い
審
査
委
員
の
先

生
方
が
し
っ
か
り
審
査
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
り
、
今
後
も
忙
し
い
先
生

で
も
審
査
委
員
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
集
約
後
、
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
の
連

携
や
支
払
基
金
職
員
に
望
む
こ
と
は

　

審
査
事
務
集
約
に
よ
り
、
山
梨
支
部
の

職
員
は
東
京
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。

今
は
ま
だ
顔
が
分
か
る
山
梨
の
職
員
と
画

も
、
性
別
も
違
い
ま
す
し
、
合
併
症
を

持
っ
て
い
る
か
持
っ
て
い
な
い
か
も
違
う

の
で
、
一
律
に
禁
忌
と
い
う
だ
け
で
申
出

す
る
こ
と
は
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

よ
く
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
が
、
山
菜

採
り
に
も
よ
く
行
き
ま
す
。
夏
に
な
る
と

鮎
を
釣
っ
て
、
そ
し
て
秋
に
な
る
と
キ
ノ

コ
を
採
る
、
と
い
う
よ
う
に
一
年
中
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
な
い
と
全
部
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
趣
味
を
全
う
す
る
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
体
を
動
か
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
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保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

〔歯科〕う蝕薬物塗布処置の算定について

【審査情報提供事例（歯科）】（抜粋）
（公表日：令和３年２月22日）

98　う蝕薬物塗布処置④

○取扱い
原則として、永久歯に対するう蝕薬物塗布処置の算定を認める。

○取扱いを定めた理由
　永久歯のう蝕の進行を抑制するためにう蝕薬物塗布処置を行うことが臨床上あり得るものと考
えられる。

事 例

　本事例は、保険者からの再審査請求において、「永久歯にう蝕薬物塗布処置の算定はいかがで
しょうか。」と申出が行われた事例です。
　審査情報提供事例（歯科）において、「原則として、永久歯に対するう蝕薬物塗布処置の算定
を認める。」としていることから、原則として原審どおりとなりますので、再審査請求を行う場
合はご留意ください。

参考【告示　令和４年３月４日付け厚生労働省告示第54号】（抜粋）

　別表第二
　　歯科診療報酬点数表
　　　第２章　特掲診療料
　　　　第８部　処置
　　　　　第１節　処置料
　　　　　　I002-2　う蝕薬物塗布処置（１口腔１回につき）

１　３歯まで     46点
２　４歯以上     56点
注　特定薬剤の費用は、所定点数に含まれる。
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保険者からの再審査申出内容

　永久歯にう蝕薬物塗布処置の算定はいかがでしょうか。

月刊基金 July 202317



―
―
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

　

審
査
事
務
集
約
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
に

合
わ
せ
、
常
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
職
員
と
連
携

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
令
和
４
年
４
月
に

本
部
の
事
業
統
括
部
と
審
査
運
営
部
に
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
者
を
設
置
し
ま
し
た
。　

　

審
査
運
営
部
で
は
事
業
運
営
課
の
職
員

を
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
担
当
を
分
け
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
数
値
目
標
の
実
績
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
や
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
担
当
者
を
設
置
し
た
こ
と

で
、
地
方
組
織
か
ら
の
連
絡
や
照
会
も
多

数
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―
―
支
援
の
具
体
的
な
取
組
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

主
に
次
の
３
点
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
令
和
４
年
10
月
の
審
査
事

務
集
約
に
併
せ
て
、
全
国
統
一
的
な
審
査

事
務
処
理
と
な
る
よ
う
「
数
値
目
標
達
成

に
向
け
た
審
査
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
地
方
組
織
が
業
務
運
営
方

針
に
基
づ
き
策
定
し
た
行
動
計
画
の
具
体

的
な
取
組
内
容
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
処
理

方
法
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
、

毎
月
の
審
査
事
務
が
行
動
計
画
の
取
組
ど

お
り
に
実
施
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

地
方
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
再
審
査
や
再
々

審
査
で
の
査
定
の
防
止
の
た
め
、
複
数
職

員
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、「
防
げ
る
も
の
は
確
実
に
防

ぐ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
過
去
に
再
審
査
で

査
定
と
な
っ
た
事
例
は
、
他
の
医
療
機
関

で
も
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
原
審
査
時
に

職
員
一
人
ひ
と
り
が
同
じ
目
標
に
向
か
い
、

達
成
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

支払基金改革
ただ今奮闘中

複
数
職
員
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
徹

底
す
る
よ
う
地
方
組
織
に
指
示
し
て
い
ま

す
。
更
に
、
再
々
審
査
査
定
の
防
止
に
つ

い
て
は
、
再
審
査
時
に
原
審
ど
お
り
と
判

断
さ
れ
た
事
例
を
、
審
査
結
果
が
確
定
す

る
ま
で
に
複
数
職
員
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
査
定
す
べ
き
事
例
が
原
審

ど
お
り
と
な
っ
て
い
な
い
か
の
確
認
を
徹

底
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
実
施
状
況
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
幹
部
会
議
等
で
確
認
し
て
い
ま

す
が
、
地
方
組
織
は
、
限
ら
れ
た
処
理
期

間
の
中
で
、
い
か
に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の

時
間
を
確
保
す
る
か
苦
労
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
部
か
ら
、
地
方
組
織
の
審
査

事
務
担
当
者
が
査
定
事
例
を
把
握
・
分
析

す
る
た
め
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
管
理
ツ
ー
ル
」

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ツ
ー
ル
を
活

用
し
、
審
査
事
務
担
当
者
は
、
再
審
査
査

定
事
例
が
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
（
医
学
的

根
拠
や
告
示
・
通
知
の
理
解
不
足
な
ど
）

や
今
後
の
対
応
方
法
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

審
査
事
務
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
適
正
な
レ
セ
プ
ト
提
出
に

向
け
た
支
援
と
し
て
、
算
定
ル
ー
ル
の
査

定
に
対
す
る
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
改
善

要
請
（
文
書
連
絡
の
送
付
）
の
統
一
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
保
険
医
療
機

関
等
に
連
絡
す
る
基
準
や
連
絡
方
法
が
全

国
で
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
１

医
療
機
関
あ
た
り
の
返
戻
や
査
定
の
件
数

が
同
じ
で
も
、
地
方
組
織
に
よ
っ
て
、
文

書
連
絡
を
送
付
す
る
、
し
な
い
が
あ
り
ま

し
た
が
、
改
善
要
請
の
基
準
や
連
絡
方
法

を
全
国
統
一
し
た
こ
と
で
、
全
て
の
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
方
組
織
が
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
、
審
査
運
営
部
事
業
運
営
課
の
職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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３
点
目
は
、
新
た
な
研
修
体
系
を
４
月

に
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
都
道
府

県
単
位
で
審
査
調
整
役
に
依
頼
し
て
行
っ

て
い
た
研
修
に
加
え
て
、
経
験
年
数
別
の

新
た
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
１
年

目
か
ら
５
年
目
ま
で
の
５
年
間
は
基
礎
知

識
の
習
得
を
目
的
に
、
算
定
ル
ー
ル
と
職

員
自
身
の
担
当
診
療
科
に
関
連
す
る
傷
病

を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
研
修
体

系
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
年
目
以
降
は
審
査
結
果
の
不

合
理
な
差
異
と
し
て
診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
協
議
し
た
事
例
の
結
果
に

つ
い
て
、
認
め
る
ま
た
は
認
め
な
い
と
し

た
医
学
的
根
拠
等
を
審
査
調
整
役
か
ら
解

説
し
て
い
た
だ
く
研
修
に
よ
り
、
医
学
的

知
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

更
に
、
審
査
調
整
役
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
研
修
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

知
識
の
底
上
げ
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
職
員
が
個
人
で
算
定
ル
ー

ル
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
知
識
を

習
得
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修

を
充
実
さ
せ
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
職
員
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

―
―
サ
ポ
ー
ト
の
毎
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

事
業
運
営
課
の
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
者
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
心
と
な
る
セ
ン
タ
ー
長

や
診
療
科
室
長
と
連
携
を
取
り
、
目
標
達

成
状
況
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
毎
月
５
日
頃
に
本
部
か
ら
地
方

組
織
へ
「
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
・
分
室
及

び
審
査
委
員
会
事
務
局
別
の
実
績
」
を
、

10
日
頃
に
「
職
員
の
個
人
別
実
績
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
事
業
運
営
課
の
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
者
は
、
自
身
が
担
当
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
の
数
値
目
標
の
実
績
か
ら
、
注
視

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
（
指
示
事
項
）
を
作
成

し
ま
す
。

　

指
示
事
項
の
作
成
は
、
ど
う
す
れ
ば
ブ

ロ
ッ
ク
の
実
績
向
上
に
繋
が
る
の
か
を
悩

み
な
が
ら
作
成
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

地
方
組
織
は
、
自
拠
点
の
実
績
や
事
業

運
営
課
の
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
指
示
事
項
を
基
に
、
実
績
に
対
す
る

要
因
分
析
と
次
月
以
降
の
対
応
策
を
立
て

ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
月
18
日
頃
に
地
方
組
織
の

各
拠
点
で
開
催
す
る
目
標
達
成
会
議
で
、

要
因
分
析
結
果
と
対
応
策
の
協
議
を
行
い
、

そ
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
月
末
に
ブ
ロ

ッ
ク
の
担
当
役
員
と
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
者
も

交
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
幹
部
会
議
を
開
催
し
ま

す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
幹
部
会
議
で
は
、
そ
の
要
因

分
析
結
果
や
対
応
策
に
対
し
て
議
論
し
、

翌
月
の
取
組
を
確
定
さ
せ
ま
す
。

　

地
方
組
織
は
、
確
定
し
た
取
組
に
つ
い

て
翌
月
の
実
績
向
上
、
数
値
目
標
達
成
に

向
け
て
実
行
に
移
し
ま
す
。

　

取
組
実
行
後
は
、
そ
の
実
行
し

た
取
組
が
適
切
で
あ
っ
た
か
、
更

に
よ
り
良
い
取
組
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
な
ど
を
改

め
て
分
析
し
、
対
応
策
を
練
り
直

す
こ
と
で
取
組
の
質
を
高
め
、
地

方
組
織
と
共
に
更
な
る
実
績
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
複
数
都
道
府
県
の
審
査
事
務

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
レ
セ
プ
ト
の
交
換
範
囲

を
拡
充
す
る
中
で
新
し
い
課
題
や

懸
念
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
全
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
同
一
の

目
標
達
成
に
向
け
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
報
告
に
は
、
独
自
で

取
り
組
ん
で
い
る
活
動
等
も
あ
り
、
今
後

は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
良
い
取
組
を
吸
収
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
改
訂
し
、
全
国
で
共
有
す

る
こ
と
で
支
払
基
金
全
体
の
実
績
向
上
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。佐藤さん　大澤さん　保坂さん

荒井さん　　松澤さん　　山縣さん
審査運営部　事業運営課
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照会先はこちらです！

保険者・公費負担医療実施機関の皆さまへ

帳票の見方が
わからない…

再審査の結果に
ついて相談したい

支払基金では、担当者自らが説明責任を果たすダイレクト・レスポンスの取組を実施しています。

支払基金と
打合せをしたい

再審査請求の
方法を知りたい

都道府県情報

トップページ

●●県

再審査相談窓口
（審査事務センター・分室）

支払基金 HP に掲載しています。
トップページ → 相談窓口のご案内 → 
再審査相談窓口
※各都道府県の情報ページにも掲載し

ています

保険者等照会連絡先
支払基金 HP に掲載しています。

トップページ → 都道府県情報 → ●●県 → 保険者等照会連絡先
※日本地図の都道府県名をクリックいただくと、各都道府県の情報ページへ移動します

再審査請求方法や請
求関係帳票又は再審
査申出等全般に関す
る照会先はコチラ

再審査に関する審査結
果についての相談や、
審査結果等に関する懇
談（打合せ）について
の照会先はコチラ
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オンライン資格確認に関するお問い合わせ先

保険医療機関・保険薬局・訪問看護ステーション・
特定健診等機関・助産所の皆さまへ

　審査結果に関する照会やレセプトの取下げに係る再審査請求等、保険医療機関等の皆さまからのご照会に
ついては、審査事務担当者が対応いたします。
　審査委員会事務局の代表電話へのお電話は、混雑し繋がりにくい場合がありますので、審査事務担当者の直
通電話へお問い合わせください。
　審査事務担当者は支払基金ホームページに搭載しています「医療機関等照会連絡先（問い合わせ先）検索
機能」より調べることができます。

こちらをクリック

県番号
医科・歯科・調剤・訪問
医療機関等コード
を入力することで
照会連絡先が
表示されます

返戻の理由を
教えてほしい

レセプトの取下げ
をしたい

レセプトの請求
方法を知りたい

オンライン請求に関するお問い合わせ先

※電話をおかけの際は、番号をご確認いただき、発信願います。
　　ネットワーク回線に関するお問い合わせ先
　■ ネットワークサポートデスク：0120-220-571

１日から４日、11日から月末・・・９時から17時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を除く
５日から７日・・・８時から21時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
８日から10日・・・８時から24時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
注記：年末年始（12月29日から１月３日）を除く

　　システムに関するお問い合わせ先
　■ オンライン請求システムヘルプデスク：0120-60-7210

５日から７日、11日、12日・・・８時から21時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
８日から 10日・・・８時から 24時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
13日から月末・・・９時から 17時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を除く
注記：年末年始（12月 29日から１月３日）を除く

　■ 特定健診・特定保健指導決済システムヘルプデスク：0120-109-957
１日から月末・・・９時から 17時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を除く
注記：年末年始（12月 29日から１月３日）を除く

　　オンライン資格確認・医療情報化支援基金関係
　　医療機関等向けポータルサイト
　■ オンライン資格確認等コールセンター：0800-0804583（通話無料）

月曜日～金曜日８時から18時　土曜日８時から16時（いずれも祝日を除く）

月刊基金 July 202321



保
険
者

医
療
機
関
・
薬
局

請求関係帳票等の内容とその問い合わせ先に関すること

再審査の結果とその問い合わせ内容に関すること
審査の取決事項に関すること　　　　　　　　    

※審査提供事例・支払基金における審査の一般的な取扱（医科）
診療報酬改定の情報に関すること

データヘルス（オンライン資格確認等）に関すること

支払基金改革（集約時）に関すること

 その他

オンライン請求時のエラーやレセプトの返戻内容、
審査結果とその問い合わせ先に関すること　　

レセプトの受付や請求・支払の手続きに関すること
審査の取決事項に関すること　　　　　　　　

※審査提供事例・支払基金における審査の一般的な取扱（医科）
診療報酬改定の情報に関すること

データヘルス（オンライン資格確認等）に関すること

支払基金改革（集約時）に関すること

その他

（58.3%）（43.5%）
（26.5%）

（21.5%）

（35%）
（11.2%）

（1.8%）

（89.7%）（57.4%）
（28.4%）

（50.6%）
（26.3%）

（6.1%）

（1.2%）

　保険者、医療機関・薬
局ともに手続関係に興味
があるとの回答が多く、
その他では保険者はデー
タヘルス、医療機関等は
診療報酬改定に関するこ
とに興味があるとの回答
が多かった。

設問１ 支払基金の業務で、興味があるのはどのような情報でしょうか（複数回答可）

　支払基金のホームページは、複数の異なる対象者に向けて情報発信を行っており、平成11年の開設
以来、レセプトの電子化、オンライン化による請求形態の変化や、データヘルス関連の業務の拡大等に
よるコンテンツの増加などにより、情報量が増加し構成が複雑化している状況です。
　一方で、データヘルス関連の情報発信は、「医療機関等向けポータルサイト」、「電子処方箋ポータル
サイト」、保険者向け「データヘルス・ポータルサイト」において、情報提供を行っているものの、支
払基金ホームページではその情報が網羅されていません。
　今般、ホームページの改善を目的としたアンケートを、令和５年３月から４月にかけて実施し、貴重
なご意見を多数頂戴することができました。
　たくさんの方にご協力いただき、ありがとうございました。
　皆さまからのご意見を、今後のホームページの改善や迅速な情報発信に反映させてまいります。

　本稿では、アンケート集計結果と主要なご意見を紹介します。

支払基金ホームページに
関するアンケート結果

アンケート実施期間
令和5年3月20日（月）～令和5年4月24日（月）　支払基金HPにて

アンケートの状況
保険者・保険者団体       有効回答者数223名
医療機関・薬局関係者　 有効回答者数571名

22月刊基金 July 2023



　保険者はトップページ
のお知らせ（新着情報）
から閲覧することが多
く、医療機関・薬局は、
トップページにあるボタ
ンから閲覧することが多
かった。次いで、保険者
及び医療機関・薬局と
もにGoogle検索の順で
あった。

　保険者及び医療機関・
薬局ともに「知りたい情
報がない・少ない」「1
ページの文字が多すぎ
る」「内容が専門的すぎ
る」との回答が多かっ
た。
　「その他」として、保
険者はデータヘルス関連
に関する情報、医療機
関・薬局は、返戻内容や
レセプト請求に関する情
報を必要としているとい
う意見が多かった。

保
険
者

医
療
機
関
・
薬
局

（69.5%）

（17.5%）

（68.2%）

（65.5%）
（3.6%）

（44.1%）

（8.9%）

（83.4%）

（7.2%）

（2.8%）

保
険
者

医
療
機
関
・
薬
局

（3.6%）

（74%）

（8.1%）

（11.7%）
（1.8%）

（1.8%）

（51.1%）

（6.5%）

（7.9%）

（29.4%）

（1.6%）

（3.5%）

保
険
者

医
療
機
関
・
薬
局

（28.3%）
（27.7%）

（31.8%）
（5.4%）

（27.4%）

（40.3%）
（20.3%）

（27.1%）

（6.7%）

（20.1%）

　保険者は、ホームペー
ジと請求帳票送付時に同
封している「支払基金か
らのご案内」、「月刊基
金」から取得していると
の回答が、ほぼ同数。
　一方で、医療機関・薬
局は、毎月返戻送付時に
同封している「支払基金
からのご案内」から情報
を取得しているとの回答
が非常に多く、次いで
ホームページから得てい
るとの回答が多かった。

設問２

設問３

設問４

支払基金の情報をどこから得ていますか（複数回答可）

支払基金ホームページを見るとき、どこから入りますか（複数回答可）

支払基金ホームページの内容・コンテンツをどのように感じましたか（複数回答可）
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⃝内容は詳しいが、知りたい情報を探しづらい
⃝言葉の説明が多いので、具体的イメージ、図やイラスト・
表などを交えた表現で載せてほしい

⃝見出しが見づらい
⃝正式な名称が分からない様式・事由の情報を探すことが難
しい

⃝検索してもなかなかヒットしない
⃝検索を容易・簡易に直感的に行えるようにしてほしい
⃝情報だけが多くて、結局、知りたいことが分からないし、
使いづらい

⃝各テーマについて説明が掲載されており、必要な情報が案
内されている

⃝シンプルでよい
⃝メールマガジンから知りたい情報のみ見ている、特に気に
なるところはない

保
険
者

医
療
機
関
・
薬
局

（98.2%）
（15.7%）

（5.8%）

（4.9%）

（11.2%）

（4.5%）

（93.7%）
（17.7%）

（7%）

（8.4%）

（11.1%）

（3.2%）

　保険者及び医療機関・
薬 局 ともにWebサ イ
トの利用が最も多く、
次にメールマガジン、
YouTubeの順に回答数
が多かった。

設問５ ふだん、情報の取得にどのようなツールを利用されていますか（複数回答可）

　アンケート結果を踏まえ、特にニーズの高いデータヘルス関連情報の充実、掲載している内容が容易

に分かるような見出しの見直し、現状に合った情報の分類、サイト内検索の改修を検討しています。

　ホームページを活用している医療機関等、保険者等のニーズに応え、必要な情報が掲載され、分かり

やすく、探しやすく、使いやすいホームページとなるよう今後改修を行っていきます。

主な意見

保険者

⃝ヘルプやFAQの充実をしてほしい

⃝データヘルス関連、マイナポータル関連
の充実に期待している

医療機関・薬局

⃝返戻の内容についてのQ＆Aがあればよ
い

⃝レセプト請求に関する情報をもっと掲載
してほしい

⃝提出期限をもっとわかりやすく、見やす
い所に表示してほしい

今後の取組
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

オンライン資格確認システムの導入状況

５月 １日 令和５年２月診療分の対前年同月伸び率で確定件数は13.0%増加、確定金額は10.9%増加

５月 30日 ５月定例記者会見を開催

５月理事会は５月29日に開催され、議題は次のとおりでした。

出典：厚生労働省HPより

議　題

　１　議事

　　　　「全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律」の

成立に伴う支払基金の対応（支払基金定款の一部変更等）（案）

　 　２　報告事項

　　⑴　事業継続計画（BCP）

　　⑵　新型コロナウイルス感染症の５類移行

　　⑶　令和５年度委託金の状況

　　⑷　令和４年度診療報酬等債権譲渡・差押等処理状況

　３　定例報告

　　⑴　令和５年３月審査分の審査状況

　　⑵　令和５年４月審査分の特別審査委員会審査状況 

　　⑶　令和５年４月理事会議事録の公表
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